数学科第1学年　学習指導案
実習校指導教諭　　　　　　　印　

授業者 　実習生　　　　 　　印　
　（東京電機大学理工学部）　　

1．日時　平成20年6月26日（木）3校時（11時05分～11時55分）
2．対象　神奈川県　　　　　中学校　
１年2組Ａクラス（男子8名、女子10名　計18名）
3．単元名　第2章『文字と式』　
4．単元目標　
数量やその関係・法則を、文字を用いて式に表現したり、式の意味をよみとったりする能力を養うとともに、文字を用いた式の計算ができるようにする。 
・具体的な事象から、変わる数量関係と変わらない数量関係に着目し、文字を使ってその数量の規則性を一般的に表すことができる。 
・文字を使って表した式は、式の結果とともに式の構造を表していることを理解することができる。 
・文字式の表し方と約束を理解し、約束にしたがって数量を式に表すことができる。 
・文字の値、式の値の意味を理解し、代入して式の値を求めることができる。 
・式の中の項をまとめ、１次式の加法・減法、数との乗法・除法の計算をすることができる。
5．単元について

　（1）生徒観

　　　12組Aクラスは、女子よりも男子が積極的に発言する傾向にある。また、わからないことがあると質問してきてくれる生徒や面白いアイディアを提案してくれる生徒もいる。全体的に反応がよいクラスで、お互いを認め合うといった雰囲気である。個性ある生徒の意見を生かし、みんなで考える授業を進めていくことに期待できるクラスである。
学力に関しては、塾などに通い予習を進めている生徒は自信を持ち、積極的に自分の考えを発表したいという意識があるのに対し、自信がない、もしくはマイペースな生徒は前者の生徒に比べると発言しない傾向にある。学校で初めて学習する生徒も過半数はいるので、それらの生徒に対し、丁寧に指導をすることに気をつけていく必要がある。既習の生徒の中にも、なぜ文字を使うのかという問いを持っている生徒がいる。数学の本質を突き詰めていき、話し合いができるクラスなので、どの生徒も参加し、活動できることが期待できる。
　（2）単元観

　　　文字式の取り扱いに関しては、正の数や負の数の拡張と同等なくらい今後の数学の学習において重要なものである。小学校と中学校の大きな違いに文字の使用が挙げられるが、文字の出現と共に理解できない生徒が増大し、その後の方程式や関数、さらに２，３年生に進んだときのつまずきの大きな原因を作っている。小学校では、式については言葉を使った式（例、距離＝速さ×時間，三角形の面積＝底辺×高さ÷２など）や図形を使った式（例、□，○，△など）を学習しているが、文字の代わりにアルファベットなどの文字を用いた式は指導されていない。また、小学校でのこれらの□などの式は未知数として捉えられることが多かった。この章で用いられる文字は、今後、定数（π＝3.14…）や変数（関数で用いられる）、未知数（方程式に用いられる）として活躍していくための準備段階にあたるもので、ある集合に属する任意の数を表すと考えられる。導入後は、最初から文字式の表し方の規則を与えていくのではなく、いろいろな数量を文字式で表す活動を中心におき、その中で少しずつ文字式の表し方に慣れさせるようにしたい。計算においても文字式を読むこと、式の意味を捉える活動を取り入れながら扱い、具体的な場面に戻って対応させることで理解させる必要がある。文字式を数学の一つの言葉として考えると生徒にとっては一つの新しい言語を学習するのに等しい。文字式を利用することの有効性が感じられる場面を大切にすると共に、文字式の形式的な扱いの完成を急がず、あとの学習で少しずつ完成させていくものとして意識していく。
　（3）指導観

　　　本時は、文字ボックスを用いて、数学の文字で表すことが任意数を入れられる箱として考えられることを定着させることを目標としたい。そのために、同じ種類の要素を入れることの出来る箱とその箱につけられた名前の関係性を押さえた上で、数字が入る箱につけられた名前を文字として考えるようにする。教科書においては、規則性を一般化できる式として捉え、画鋲の個数やマッチ棒などがあげられるが、生徒の生活に即していないことや、一つの式に２つ以上の演算（加法と乗法）からでは混乱しやすく、易しくないと考えられる。そこで買い物の場面を取り上げ、単価×個数で合計金額を表すことにする。特に個数を変えるということは、普段の買い物において経験的に行っている操作であり、その身近さが授業での理解を早くすると想定できる。後半は、生徒に問題を作ってもらい、それらを発表しあうことで、生徒主体の授業を仕組む。授業は生徒とのやりとりの中で進め、生徒の自由な発想や意見などを積極的に取り入れる。教室にいる生徒全員で考え、納得し進めていく授業を心がけたい。

6．単元の指導計画（15時間）
　（1）文字を使った式　

①文字の使用　　　　　　　　　　２時間（本時1/2時間）

②文字を使った式の表し方　　３時間

③代入と式の値　　　　　　　　　１時間

④基本の確かめ　　　　　　　　　１時間

（2）文字式の計算　　

①１次式の計算　　　　　　　　　 ４時間

②数量の関係を表す式　　　　 ２時間

③基本の確かめ　　　　　　　　 １時間

④章の問題　　　　　　　　　　　　１時間

7．本時の指導
（1）本時の題材　『文字の使用』
（2）本時の目標
　　　・数量を一般的に表現するよさや必要性に関心をもち、文字を使った式で表そうとする。
　　　・いろいろな数量をとらえるとき、一般化して考えることができる。
　　　・数量を、文字を使った式で表すことができた。
　　　・文字を使った式は一般を表す表現であることを理解していた。
（3）本時の評価基準

	評価の観点
	評価基準（○満足できる、◎十分満足できる）

	数学への関心･意欲･態度
	○文字を用いて数量を表すことに関心を持ち、いろいろな数量を文字を用いて表したり、文字を用いた式の意味を読み取ったりしようとする。
◎自ら身の回りの数量を問題化し、文字の式で表そうとしている。

	数学的な見方や考え方
	○数量や関係を、文字を用いて一般的にかつ簡潔に表現したり、文字式の意味を読み取ったりすることを通じて、事象を数理的に考察することができる。
◎文字を用いて考えることの必要性やよさについて考えることができる。

	数学的な表現・処理
	○数量や関係を文字を用いて式に表したり、その式が表している具体的場面を読み取ったりすることができる。
◎数量の関係や法則を、文字を用いて説明することができる。

	数量･図形などについての知識･理解
	○数のかわりに文字を用いることで、数量や法則を一般的に表現できることを理解している。
○式からその式の意味を読み取ることができることを理解している。

◎文字の式が、求め方と結果の両方を表していることを理解している。


（5）本時の授業展開【50分】

	時間
	学習内容、生徒の動き・反応
	教師の動き・支援
	留意・評価

	導入
【10分】
	◎入れ物としての文字
･前を向いて説明を聞く。
･絵柄に描かれたものの名前を答える。
・箱の名前をつける。
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【予想される生徒の反応】

・なぜアルファベットなのか。

・なぜ四角や丸ではいけないのか。

・アルファベットの個数が足らなくなった場合はどうするのか。


	･文字ボックスと絵柄カード、数字カードを用いて、同じ種類のものが入る箱（集合）としての説明を行う。
例　果物、サザエさん一家、個数、日数
　　自然数、整数、数字（実数）など

･絵柄カードに描かれたものの名前を全体に質問する。

･生徒に箱に名前をつけさせる。
このとき、箱の名前はできるだけ簡単にし、文字（アルファベットの小文字）を使うようにする。
数字が入る文字ボックスを、一般的に
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や
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などで表すことを説明する。

→様々な象形文字や各国の記号が、歴史とともにみんなが共通理解として使おうと決めた英語（アルファベット）に統一された。シンプルで数が多く、大文字・小文字に使い分けられる。四角や丸などの図形では種類が少ないことや、共通理解が図れていないことなども考えられる。また、ギリシャ文字なども高校などから使われる。
生徒とのやり取りの中で、上記の反応が出てきた際に対応する。
	絵柄が何であるか答えることや集合としての箱に名前をつけることなど、授業に参加する姿勢が見受けられたか。

【関心･意欲･態度】

	展開①
【15分】
	◎買い物で文字を使った式を考える。
例題を写す。
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指名された生徒は、答えを黒板に書く。
買いたい個数を指名された生徒は答える。買いたい個数は人それぞれ違うと予想される。

・文字を使うと答える。
・問題の紙をノートに貼り付ける。

・文字を使った式を書き写す。
・ノートに貼り付けたら、問題を解く。

・指名された生徒は、前に出て答えと考え方を発表する。


	・具体例をあげて、文字を使った式の表し方、問題文の作り方を生徒と共に考えていく。
下記の問題を黒板に例題として板書する。

生徒を指名し、答えを書かせる。
・実際に何個買いたいのか生徒に尋ねる。

・何個か買うというのをどのように表現したらよいか尋ねる。
・りんごの個数をa個買ったとする。
・式を書く。
・問題を解かせる。
・机間指導を行なう。
・できている生徒にこの式の答えとどのように考えたのか説明をしてもらう。

・全員が理解できたかを確認する。

・文字で表すよさ、どんないいことがあるのかを確認、まとめをする。

	数量の関係や法則を文字を用いて表現することができるか。【表現・処理】

文字を使って式で表そうとした。
【関心・意欲・態度】



	展開②

【20分】
	◎生徒に問題を作らせ、解かせる

・指定された紙に自作の問題を作る。

・画用紙を渡し、マジックで問題文を書く。
・生徒は挙手をする。

・指名された生徒は問題を黒板に書く。他の生徒は出題された問題を写し、解く。また、指名された生徒も他の生徒の問題を書き写す。
	教科書P51の例題1、問3、問4などを参考に一人最低1問の問題を作らせ、自分で答えを用意させる。【5分】

・机間指導を行なう。

　必要に応じて考え方のヒントを出す。

・問題を出したい人を募集する。
・画用紙に『○○問』と書き、何人か問題を書かせ、みんなに解かせる。

・答え合わせと解説は出題者が行い、先生役をする。


	文字を使った式の意味を捉え、文字を使った式を作ろうとした。【関心・意欲・態度】【数学的な見方や考え方】



	まとめ
【5分】
	◎文字を使った式と、式の意味が説明できる。
	文字を使うことで、個数や値段、日数、枚数など変わる量が含まれるすべて場合を一つの式でまとめて表すことができる。
	数量や法則を一般的に表現できることを理解できたか。【知識・理解】


【予想される生徒の答え】


・果物ボックス、フルーツバスケット、� EMBED Equation.3  ���など


・サザエさん一家、サザエさんち、磯野家、� EMBED Equation.3  ���など





サザエさんが、1個198円のりんごを買いました。


このときの代金を求める式を表しなさい。


①５個買ったとき。（ここは生徒に考えさせる）





②１０個買ったとき。


③何個か買ったとき。





カツオ君が、1000円を持って八百屋で１個198円のりんごを何個か買いました。このときのおつりを表す式を求めなさい。
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